
祝祭日、国旗いっぱい東郷町

次代を担って

子供の声を聞く会

　11月14日、中央公民館て「子供

の声を聞く会一か開かれました。

　当日は主催関係者をはしめ父兄

なと多数の出席者を前に【こんな

人になりたい」「大人への願い」

「郷土の次代を担う子供としての

私の努力」をテーマとして16名の

児童、生徒か意見を述＼ました。

　純粋な子供の目かとらえた発話

だけに特にF大人への願い」てば

大人に対するきびしい注文が続出

し、出席者もうなずきながらメモ

をとる光景が見られました。

　発菖者のなかから東郷中の小林

宏司君か町代表に選ばれ、26日に

延岡市て開かれた東臼杵地区予選

会に出席しました。

　（詳細は特集腎に掲載予定，

v」∴。，
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鐸二ぎ叢二：≒デ1．年，末集雄防犯運1鍾

　
今
月
一
日
置
ら
明
年
一
月
五
日
ま
て

年
末
年
始
の
防
犯
運
動
が
全
国
一
斎
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
気
分
的
に
も
あ
わ
た

だ
し
く
特
有
な
社
会
環
境
下
に
お
か
れ

ま
す
が
、
併
せ
て
最
近
の
犯
罪
情
勢
に

対
応
し
て
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
う

各
種
犯
罪
お
よ
び
事
故
の
防
止
盾
動
を

推
進
し
、
平
穏
で
明
る
い
年
末
年
始
の

住
民
生
盾
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

重
点
実
施
事
項

　
今
回
の
防
犯
運
動
は
、
重
点
実
施
事

項
と
し
て
つ
ぎ
の
四
項
目
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
1
　
年
末
年
始
に
特
に
警
・
戒
を
要
す

　
　
る
犯
罪
の
防
止

　
2
　
暴
力
集
団
に
よ
る
暴
力
犯
罪
の

　
　
防
止

　
3
　
少
年
非
行
防
止
自
動
の
強
化

　
4
　
交
通
事
故
の
防
止

重
点
実
施
事
項
の
推
進

　
さ
ら
に
重
点
実
施
事
項
の
具
体
的
な

推
進
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

1
　
年
末
年
始
に
特
に
警
戒
を
要
す
る

　
　
犯
罪
の
防
止

　
　
　
過
激
派
分
子
に
よ
る
爆
破
事
件

　
　
暴
力
団
に
よ
る
銃
砲
乱
射
事
件
な

　
　
ど
が
多
発
し
て
い
る
関
係
も
あ
り

　
　
銃
砲
、
火
薬
類
を
は
し
め
と
す
る

　
　
凶
器
使
用
犯
罪
の
未
然
防
止
活
動

　
　
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
金
融

　
　
機
関
お
よ
び
そ
の
利
用
者
に
対
す

234

る
犯
罪
、
侵
入
縦
な
と
の
予
防
石

動
を
強
化
す
る
。

挙
動
不
審
者
の
通
報

　
付
近
を
う
ろ
つ
く
見
知
ら
ぬ
挙

動
不
審
者
か
い
る
と
き
は
、
警
察

に
通
報
す
る

極
左
暴
力
集
団
に
対
す
る
情
報
の

走市担いしだたわあ

各種犯罪と事故の防止運動を

推進して明るい年末、年始を

通
報

　
極
左
暴
力
集
団
に
対
す
る
情
報

を
見
聞
し
た
と
き
は
警
察
に
通
報

す
る
。

暴
力
犯
罪
の
情
報
の
通
報

　
各
種
暴
力
事
犯
、
特
に
銃
砲
、

火
薬
類
を
は
し
め
と
す
る
凶
器
使

用
犯
罪
の
予
防
を
徹
底
し
、
銃
砲

火
薬
類
な
と
の
凶
器
の
こ
と
に
つ

い
て
、
清
報
を
見
聞
し
た
と
き
は

警
察
に
通
報
す
る
．

　
き
ら
に
、
年
末
祝
儀
の
名
の
下

に
行
な
わ
れ
る
恐
喝
事
件
、
債
権

取
立
、
手
形
取
引
、
金
融
な
と
を

θ

Cし

　
　
め
く
る
各
種
不
法
行
為
事
犯
、
対

　
　
泣
抗
争
な
と
に
つ
い
て
の
情
報
を

　
　
見
聞
し
た
と
き
は
警
察
に
通
報
す

　
　
る
．

5
　
少
年
非
行
防
止
盾
動

　
ω
関
係
機
関
、
団
体
と
の
連
絡
協
調

　
　
　
警
察
、
り
校
、
職
易
、
育
任
団

　
協
議
会
、
婦
人
部
、
少
年
補
導
員

　
等
と
連
絡
を
と
・
り
な
か
ら
、
生
笠

　
児
童
の
夜
間
外
出
等
の
規
制
そ
の

　
他
に
つ
い
て
協
議
し
、
協
力
を
永

　
め
ワ
Q
》
一
》
」
‘
つ
に
、
地
域
♪
」
家
庭
へ

　
の
注
意
を
呼
び
か
ナ
る

②
街
頭
補
導

　
　
非
行
少
年
の
た
ま
り
場
あ
る
い

　
は
非
行
の
行
な
わ
れ
や
す
い
場
所

　
を
車
占
、
に
街
頭
扇
棚
を
強
化
す
る

㈹
有
害
壕
境
の
浄
化

　
　
少
色
の
心
身
に
有
害
な
影
饗
を

　
与
え
る
ノ
ン
ア
ー
、
ボ
ン
ト
な
ご

　
有
機
浴
瘡
の
販
売
、
性
的
刺
激
を

　
与
え
た
う
暴
力
行
為
等
を
助
」
し
す

　
る
お
そ
れ
の
あ
る
映
画
、
ふ
、
ス
ク

　
一
、
雑
誌
な
と
に
対
す
る
業
者
の

　
蓼
藍
規
制
を
促
進
す
る

m四

�
f
仔
ケ
ル
ー
フ
の
は
握
と
解
μ
俸

　
　
生
徒
、
児
章
か
冬
休
み
に
入
る

　
の
て
、
非
行
ク
ル
ー
フ
の
は
握
と

　
解
体
に
車
点
を
わ
玉
・
、
、
弊
祭
、
ン

　
校
、
職
場
、
そ
の
他
補
導
関
係
者

　
と
の
悪
報
交
換
を
行
な
い
、
実
能
L

　
を
解
明
し
て
、
こ
れ
ら
の
解
体
を

　
図
る
な
ご
非
行
の
未
然
防
止
を
期

　
す
る
、
．

6
交
通
事
故
防
止

　
　
交
通
事
故
追
放
の
た
め
の
年
末

　
年
始
交
通
事
故
防
止
運
動
を
つ
き

　
の
項
目
に
よ
づ
強
力
に
推
追
す
る

　
ω
幽
の
み
連
転
は
絶
対
に
し
な
h

　
さ
せ
な
い

　
ω
す
＼
て
の
事
故
の
も
と
て
あ
る

　
ス
ヒ
ー
ト
を
お
》
．
、
え
る

　
偶
安
全
の
た
め
、
光
る
も
の
を
身

　
に
つ
げ
る
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所
得
の
把
握
を

　
所
得
税
の
確
定
申
告
や
町
県
民
税
の

申
告
は
、
毎
年
三
月
十
五
日
ま
て
に
し

な
サ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
こ
存
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
て
、
こ
の
由
告
に
つ
い
て
一

番
問
題
に
な
る
の
が
所
得
の
刮
算
方
法

て
す
。

　
申
告
す
る
所
得
は
、
申
告
す
る
年
の

前
年
の
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
所
得
で
す
か
ら
、
た
と
え
ば

昭
和
五
十
三
年
の
三
月
に
申
告
す
る
と

き
の
所
得
は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
所
得

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
計
算
基
礎
を

は
っ
き
り
と

　
所
得
の
種
類
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
主
な
も
の
は
「
給
与
所
得
」
「
農

業
所
得
」
　
「
営
業
所
得
」
　
「
不
動
産
、

利
子
、
配
当
所
得
」
、
保
険
金
や
賞
金

な
ど
を
受
け
取
っ
た
時
の
コ
時
所
得

L
、
土
地
や
山
林
を
売
却
し
た
時
の
「

譲
渡
所
得
お
よ
び
山
林
所
得
」
な
ど
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

　
「
給
与
所
得
」
に
つ
い
て
は
謝
算
の

力
法
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
「
農
業
所
得

」
の
よ
う
に
一
応
の
標
準
率
を
定
め
副

算
の
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
標
僻
率

で
算
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
原

則
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
刮
算
し
て
所
得
を

算
出
す
る
の
が
建
て
前
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
「
営
業
所
得
」
に
例
を
と
り
ま
す

と
、
ま
ず
、
売
上
げ
総
額
か
ら
仕
入
金

や
必
要
経
費
を
差
引
い
た
も
の
が
所
得

金
と
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
令
額

の
は
っ
き
り
す
る
仕
入
伝
票
や
必
要
経

費
の
領
収
書
を
保
管
す
る
と
と
も
に
帳

簿
を
し
っ
か
り
と
記
帳
す
る
こ
と
か
大

切
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
数
字
の
は
っ
き

り
す
る
整
理
を
行
な
う
こ
と
は
、
単
に

税
金
の
面
た
け
て
な
く
事
業
の
経
営
状

態
を
検
討
す
る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と

と
い
え
ま
す
。

伝
票
や
領
収
書

契
約
書
等
は
大
切
に

　
所
得
の
計
算
を
営
業
に
た
と
え
て
述

＼
ま
し
た
が
、
営
業
も
数
多
く
あ
り
ま

す
し
、
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
売

上
金
、
仕
入
金
、
必
要
経
費
は
つ
き
も

の
で
す
。
特
に
目
地
や
山
林
を
売
却
し

た
場
合
は
、
金
銭
の
受
払
い
以
外
に
売

買
の
契
約
書
を
取
り
交
し
ま
す
が
、
こ

の
契
約
書
が
碗
金
の
算
定
に
必
要
な
場

合
が
数
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
伝
票
や
領

収
書
と
と
も
に
大
切
に
保
管
し
て
お

き
、
必
要
な
場
合
は
い
つ
で
も
提
示
で

き
る
よ
う
に
し
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
て
す
。

領
収
書
や
契
約
書
は

ど
ん
な
時
に
必
要
か

　
こ
こ
で
は
土
地
の
「
譲
渡
所
得
」
と

　
「
山
林
所
得
」
を
例
に
し
て
説
明
し

ま
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
土
地
の
譲
渡
所
得
で
す
か
、

こ
れ
は
現
在
の
税
法
で
は
二
種
類
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
　
「
長
期
譲
渡
」
と
「
短

期
譲
渡
］
で
あ
り
昭
和
四
十
三
年
十
二

月
三
十
一
日
以
前
か
ら
所
有
し
て
い
た

土
地
を
売
却
し
た
も
の
を
「
長
期
譲

渡
一
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以
降

に
買
い
求
め
た
土
地
を
売
却
し
た
場
合

を
「
短
期
譲
渡
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
長
期
と
短
期
の
譲
渡
所
得
で
は

控
除
金
、
税
率
と
も
に
異
な
っ
て
い
ま

す
。　

つ
ぎ
に
「
山
林
所
得
」
で
す
か
、
こ

れ
は
山
林
の
立
木
を
売
却
し
た
場
合
の

所
得
で
あ
り
、
た
と
え
ば
山
林
を
立
木

、
土
地
と
も
に
一
括
し
て
売
買
し
た
場

合
は
、
立
木
代
金
の
み
が
山
林
所
得
に

な
り
土
地
代
金
は
譲
渡
所
得
に
な
り
ま

す
。
山
林
所
得
の
場
合
は
長
期
、
短
期

の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
買
い
求
め

た
山
林
の
立
木
を
そ
の
日
か
ら
五
年
以

内
に
売
却
し
た
場
合
は
山
林
所
得
で
は

な
く
「
事
業
所
得
」
ま
た
は
［
雑
所

得
」
に
な
り
控
除
金
や
税
率
も
異
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
購
入
、
売
却
の
日
や

所
有
し
て
い
た
期
間
に
よ
っ
て
異
な
っ

た
税
金
の
算
定
が
な
さ
れ
ま
す
か
ら
、

そ
の
期
日
、
買
い
入
れ
た
時
の
代
金
、

仲
介
料
や
そ
の
他
の
経
費
を
把
握
す
る

た
め
に
契
約
書
や
領
収
書
が
必
要
に
な

る
わ
け
で
す
。

　
五
十
二
年
も
一
ヶ
月
足
ら
ず
て
す
が

、
所
得
の
計
算
に
必
要
な
も
の
は
そ
ろ

っ
て
い
る
か
今
一
度
ふ
り
か
え
っ
て
確

か
め
て
み
ま
し
よ
う
。

　
な
お
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
税

務
署
か
、
役
場
税
務
課
に
遠
慮
な
く
お

た
ず
ね
く
た
さ
い
。
　
　
へ
税
務
課
）

郡優勝牛と団体2連勝

秋季仔牛郡共進会結果

　
仔
牛
郡
共

進
会
て
本
町

は
ク
ラ
ノ
ト

チ
あ
　
ノ
ピ
オ

ノ
牛
誕
生
と

団
体
成
績
て

二
連
勝
し
ま

し
た
。
十
↓

月
五
日
、
延

岡
家
畜
市
場

て
開
か
れ
た

秋
季
仔
牛
郡

共
進
ム
」
A
に
本

町
か
ら
牝
牛

四
頭
、
去
勢

牛
二
頭
が
出

場
し
羽
坂
の

清
水
徳
男
き

ん
の
出
品
牛

（
あ
つ
さ
二

号
）
が
優
等

賞
日
席
を
確

得
し
た
ほ
か

、
他
の
出
場

牛
も
上
位
入

賞
を
果
し
て
団
体
で
も
夏
季
7
㌘
、
逸
、
、
つ

づ
き
二
回
連
続
優
勝
の
成
績
を
あ
げ
る

と
本
町
の
酋
産
伝
興
に
尽
し
ま
し
た

　
秋
季
共
進
会
の
放
吟
は
つ
㍉
・
・
の
と
お

）
て
す

▽
牝
牛
の
部

　
優
等
一
席
　
消
水
徳
男
（
羽
坂
）

　
同
　
四
席
　
竹
本
富
告
（
坪
谷
V

　
同
　
七
席
　
鈴
野
　
明
（
鶴
野
内
）

　
同
　
八
席
　
福
谷
車
美
（
鶴
野
内
）

▽
去
勢
牛
の
部

　
一
等
　
　
矢
野
清
（
坪
谷
）

　
同
　
　
　
　
那
須
　
誠
（
仲
床
）

∵
団
体
の
部

一
位

三
位

五
位

七
位

八
位

＋一

ﾊ

東
郷
町

北
方
町

日
向
市

西
郷
村

門
川
町

諸
塚
村

二
位

四
位

六
位

八
粒

へ
位

し
一
位

北
川
町

北
郵
村

椎
葉
村

延
岡
市

南
罵
村

北
泊
町

清
水
さ
ん
と
「
あ
つ
さ
二
号
」
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町報とうこう

　経営者移譲年金の算式中、⑬印は、　「昭和10年1月1日以前に生まれた者であって、．被保険者期間の月数が24C

　月未満の者に対する特別加算」であり、また、国民年金の老齢年金の算式中の㊧印は、　「昭和5年4月1日以前に

　生まれた者であって、被保険者期間の月数が、300月未満の者に対する特別加算」である。

（注3）　国民年金の老齢年金IE｝の算出にあたっては、同制度が昭和36年度発足のため、保険料納付済期間に10年分

　を上のせして計算した。

　　物価スライド制

　　年金給付については、総理府で作成する全国消費者物価指数の年度平均が、50年度（すでに物価スライドの措置

　を講じた年度のあるときは、当該年度）の物価指数の5％をこえて変動したときは、翌年度の1月からその額を改定する

　こととされている。しかし昭和52年度分についてはその実施時期を昭和53年1月から昭和52年7月に繰り上げ

　るための農業者年金基金法の一部を改正する法律が可決成立（52年5月31日公布）したので52年7月分から改

　定される。

　　計算式は次のとおり

　改定後の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（51年度物価上昇率）

年金額＝（a600円×保険下欄の月数×1『 ｵ1）
　　　　・・・…円・240月一丁保険者期間の月数。（5’三物趾昇率，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　1．094

②　脱退・死亡一時金の額

保険料納付済期間により3年以上1年毎に次のように定められている。

保険料納付済期間
49年改正後

ﾌ　金　額

改正前の

焉@　　額
保険料納付済期間

49年改正後

ﾌ　金　額
改
金

正前の

@　　　額

3年以上 4年未満

　　　　　円

U6，000

　　　　　円

R0，000 23年以上 24年未満

　　　　　　円

V04，000

　　　　　　円

R20，000

4
〃 5

〃 88，000 40，000 ヒ 24
〃

25
〃 737，000 335，000

5
〃

6
〃 110，000 50，000 25

ノノ
26

〃 770，000 350，000

6
〃 7

〃 143，000 65，000 脚
」

26
〃

27
〃

803000　　， 365，000

7
〃 8

〃 176，000 80，000 1 27
〃

28
〃 836，000 380，000

8
〃 9

〃 209，000 95，000 28
〃

29
〃 869，000 395，000

9
〃

10
〃 242，000 110，000 29

ノノ
30

〃 902，000 410，000

10
〃

11
〃 275，000 125．0001 30

〃
31

ノノ 935，000 425，000

11
ノノ

12
〃 308，000 巨40，0001 1

1 31
〃

32
ノノ 968，000 440，000

12
〃

13
〃 341，000 155，000 1 32

〃
33

〃
1，001，000 455，000

13
〃

14
〃 374，000 170，000 33

〃
34

〃 1，034，000 470，000

14
〃

15
〃 407，000 185，000 34

ノ’
35

〃 1，067，000 485，000

15
ノノ

16
〃 440，000 200，000 35

〃
36

〃 1，100，000 500，000

16
〃

17
〃 473，000 215，000 36

〃
37

〃
L133，000 515，000

17
〃

18
〃 506，000 230，000 37

〃
38

ノノ 1，166，000 530，000

18
〃

19
ノノ 539，000 245，000 38

〃
39

〃 1，199，000 545，000

19
〃

20
ノ’ 572，000 260，000 39

年　以 上 1，』232，000 560，000

20
〃

21
〃 605，000 275，000

21
ノノ

22
ノノ 638，000 290，000

2
2

，ノ
23

〃 671，000 305，000

　
経
営
移
譲
の
終
る
日
の
↓
年
前
の
日

を
「
基
準
日
．
一
と
い
い
ま
す
が
、
こ
．
の

基
準
日
現
在
で

　
＠
経
常
を
移
譲
す
る
人
が
所
有
す
る

か
借
入
れ
て
い
る
農
地
等
（
採
草
放
牧

地
を
含
む
）
が
一
∴
○
ア
ー
ル
以
上
あ
り

　
［
詔
基
山
日
以
降
↓
年
間
に
そ
の
本
人

名
儀
．
の
自
作
地
と
小
作
地
の
権
利
を
後

継
者
か
第
三
者
に
移
し
て
経
営
か
ら
引

退
す
る
，
．

　
そ
う
す
れ
ば
年
金
は
、
そ
の
経
営
移

譲
を
終
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

か
ら
次
表
の
よ
う
な
計
算
で
支
給
き
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
，
脱
退
・
死
亡
一
時
金
」
は

保
険
料
納
付
済
期
間
が
三
年
以
上
の
人

が
次
表
の
よ
う
に
支
給
き
れ
ま
す
．
．

経
営
移
譲
年
金
は
6
0
歳
か
ら

町明とうこう （4）

蟻議i簸
甕一瞥　謹i製醸　装
難論謹簗i霧縦隔i影

（1）年金支給額（52年1月分から適用のもの）

一年間の年金支給額　　　　（注2・3）

60～64　　　　　　　　　65歳以．降保　険　料

[　付　済

冝@　　間

保険料

[付総額p　　（注1） 農業者年金 国　民　年　金経営移譲

N金囚
P

経営移譲
N　金　〔B｝

農業者老齢

N　金　◎

附加年金
@　｛D〕

老齢年金
@　｛E）

　　　　計

iB｝＋｛C｝＋〔D）＋｛E｝

5年の場合

　　　　円、　　　　円
T5，8001312，000

　　　　円

R1，200

　　　　円
R9，000

　　　　円

P2，000

　　　　　円

Q94，000

　　　　　　　円

R76，200

6　　〃 75，600i332，800 33，300 46，800 14，400 303，600 398，100

7　　〃　　i 105，000　353，500 35，400 54，600 16β00 313，200 420，000

8　　　　　〃　　　　　　139，440　1　374，400 37400　， 62，400 19，200 322β00 441，800

9　　〃 178，920　　　395，200　　　　　39，500 70，200 21，600 332，400 463，700

10　　〃 218，400　1　416，000　　　　　41，600 78，000 24，000 342，000 485，600

11　　〃
257，880　　　436，800　i　　　43，700 85，800 26，400 351，600 507，500

12　　〃 297β60
1

457，600　1　　　45，800 93，600 28，800 361，200 529，400

13　　〃 336，840 478，600
47900　　， 101，400 31，200 370，800 551，300

14　　〃 376，320 499，200 49，900 109，200 33，600 380，400 573，100

15　　〃 415，800 520，000 52，000 117，000 36，000 390，000 595，000

16　　〃 455，280 540，800 1　54，100 124，800 38，400 405，600 622，900

17　　〃 494，760　！　56L600　　　　　56，200 132，600 40，800 421，200 650，800

18　　〃 534，240　i　582，400　　　　　58，200 140，400 43，200 436，800 678，600

19　　〃
573，720　…　603，200　　　　　60，300　　　　　　1

148，200 45，600 452，400 706，500

20　　　　〃　　　　1　613，200　！　624，000　　　　　62，400 156，000 48，000 468，000 734，400

25　〃　810，6001780，000178，000 195，000 60，000 546，000 879，000

30　　　　〃　　　　11，008，000　！　936，000　［　　　93，600　　　　　　　　　　　　　　　　1

234，000 72，000 624，000 1，023，600

40　”　！1，402・8001・248・0001124，800 312，000 96，0001624，000 1，156，800

（注1）　保険料納付総額欄は、昭和46年1月から49年12月までの4年間の保険料は、月額750円で、50年

　1月から51年12月までの2年間は、1，650円で、52年1月から12月までの1年間は、2，450円で、53

　53年1月から12月までの1年間は、2，870円で、また54年1月以降は、3，290円で、それぞれ計算した

（注2）　年金支給額（年額）は、次の算式により算出した。

（ア）経営移譲年金（60歳～64歳）は、

・・…円・聯納付醐・の・数・・鱗…円・240月一 ｲ翻間の月数・

ω　経営移譲年金（65歳以後）は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　240月…被保険者期間の月数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（260円×保険料納付済期間の月数）＋⑬（260円×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

（ウ）農業者老齢年金は、　　　　（650円x保険料納付済期間の月数）

に）国民年金の附加年金は、　　（200円×保険料納付済期間の月数）

㈹　国民年金の老齢年金は、

　　（1，300円×保険料納付済期間の月数）＋㊥｛500円×（300月一被保険者期間月数）｝
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祭化総合総

集プツナス

「メーンノ」 「1本！」

少年剣道大会

駈の6
面hヤ曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
も
　
　
　』

騨
」

　
　
p
磁

学芸品展示会

鴨溺瀟国
人気のあった

　　　たばこの空箱作晶

留

．
．
讐賦 寒らん展示会

り

ψ
や
　
牧
水
先
生
の
生
涯
e

｛）
一
私
は
昭
和
四
十
六
年
六
月
か
ら
七

ぜ

｛
回
に
わ
た
っ
て
「
牧
水
先
生
を
語
る

縛
」
の
題
で
町
報
に
記
し
た
原
稿
に
よ

｝
っ
て
、
今
年
の
牧
水
祭
で
「
．
牧
水
先

　
生
の
生
涯
」
の
題
で
話
し
ま
し
た
が

　
・
の
後
刷
物
・
・
て
乳
な
い
の
か

竃
要
望
が
脅
ま
す
喫
、
町
タ
、
応

｛”

}
る
．
と
に
い
た
し
ま
し
た
．
．

　
　
は
じ
め
に
家
系
を
記
し
ま
し
よ
う

一如申守　か一協ダ
海～一一㍗牧

カ

メー

－
．
立
蔵
「
ス
ェ
（
河
野
佐
太
郎
）

－
マ
キ

i
ト
モ
（
今
西
吉
郎
，
）
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．
シ
ヅ

　繁
　　

　牧
　水

一ご．．

み旅
き

き　人

　
　
　
　
喜
志
子
．
－
真
木
子

　
　
　
　
　
　
　
一
－
冨
十
人

－
純
曽

　
牧
水
の
祖
父
健
海
は
塔
玉
県
所
沢

解
の
嚢
に
生
れ
ま
レ
」
、
＋
三
才

協
の
頃
江
1
4
に
出
て
薬
屋
の
丁
稚
奉
公

　
醗
総
懸
舘
顎
鷺
餓

岬
に
な
り
、
水
野
栄
吉
が
一
、
是
非
↓
度

｝
は
日
向
に
遊
び
に
来
る
よ
う
に
．
一
と

へし

ｫ
幽
す
す
め
ま
し
飛
羅

直
観
麟
鯵
腱
楼

　
六
オ
の
時
、
水
野
和
一
訪
ね
て
坪
谷
に

　来
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
ニ
ニ
に
永
住

」
」
～
　
～
．
r
1
．
7
　
〔
μ
甲
1
／
（

監
夢
離
鋒
琵
議

今
か
ら
百
一
、
一
十
余
年
前
の
こ
と
で
す
あ

当
時
は
R
・
三
の
家
も
ほ
と
ん
冒
戸
一
茅
屋
遮

根
で
し
た
か
ら
、
瓦
屋
根
で
し
カ
も
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ニ
階
建
で
し
た
の
で
人
目
を
引
い
た
舟

で
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
健
海
が
何
ん
で
こ
の
山
奥
に
永
住
肉

を
決
意
し
た
か
そ
の
理
由
に
つ
い
て
　

牧
水
研
究
家
の
方
々
・
坪
谷
の
∴

川
の
美
』
ご
に
引
・
”
れ
た
の
だ
ろ
2

と
、
咽
日
．
て
お
ら
れ
ま
す
．
　
　
　
　
典

　
健
海
は
こ
こ
で
椙
当
な
産
も
造
り
ヤ

医
者
と
し
て
の
名
声
も
局
く
珍
福
な
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョ
　

生
活
を
し
ま
し
た
が
、
永
い
問
故
：
母

と
の
文
通
な
ど
は
し
な
か
・
た
よ
う
遂

芋
明
準
年
諾
南
の
役
の
三

坪
谷
に
官
軍
が
宿
泊
し
ま
し
た
一
．
そ
籍

の
時
健
海
の
家
に
メ
。
兵
が
泊
り
ま
し
溌

起
．
そ
の
兵
の
中
に
健
海
の
故
郷
逸

く
の
兵
が
い
て
、
そ
の
夜
は
な
つ
か
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

し
・
の
あ
ま
り
夜
を
徹
し
て
語
り
ム
黒

無
地
嘱
響
∴

　
兵
士
は
L
井
千
代
吉
と
い
う
兵
士
幽

で
し
だ
が
．
一
の
兵
士
が
故
端
に
帰
一
．
》

て
、
健
海
の
消
息
が
レ
．
家
に
伝
え
ら
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

れ
て
よ
り
そ
の
後
は
文
通
が
絶
え
ま
斗

せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
健
海
は
慶
応
二
年
三
月
我
が
困
で
輿

麟
影
難
謹
　
叢

の
記
録
は
牧
水
記
念
館
に
あ
り
ゆ
イ
帆
す
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市
）
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
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弄

中学生庭球大会

勝敗よりも

　　完走が大切

　青年駅伝大会

ロ　ロロコロロロロコココココロコ　　ロコ　ココ　ロココ　　ココロエ

　　　　　　　　　　　＝
果．煽　　ダ㍉、　i
峯　．一　　　　　　　　支箒　者区　i

學　　繍甲i
蓋　，　認さi
瓢＋今ッた隻望んi

勃箭嘱召骸にi
めかに約とス　　　　　　ま71　　1
たらア八はロ　 し） @ノ　＝

　　　　　　　　　　＝
、川。兄轍委人li

鐸留学響難スi
舘巽離え難口i
犠蝉前期ぞツi
の林年遊山任和る’ブ1
　　　　　　　　　　＝で育に林野し二三国
鴛藤攣勲擁賞i
　写し成童二年。化　　1
　　　　　　　推　　・　績たをと次に＝
　に門し父大東　進　　 1

　　　　　　　　　　＝

みごとプロツク！

　　公民館バレーボール大会

。、・ l．瀞幽触
野球大会

響藩置く漫ぎ一壕∵

　　　　　　球のゆくえは？

　
一瓶

．
躍
、

．
艶
ナ
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．
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．
ド
〆

、
㌧
・
撃
．

幅一一～～騨　　　｛）タ．届．タ）～磯鼠一…～一一．一～～

一

今
月
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う
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き
（
1
2
月
行
事
）

▽
第
五
回
青
年
祭
　
1
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月
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日
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展
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海
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展
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農
産
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展
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ザ
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研
修
会
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開
催

　
1
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研
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。
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－
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明
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迎
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よ
う
．
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④
過
労
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過
y
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い
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．
飲
酒
運
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運
転
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車
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間
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で
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に
着
㍉
、
記
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，
心
の
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て
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下
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し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
女
子
会

員
に
と
一
ノ
て
若
い
日
の
よ
き
体
験
と
し

て
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
．
一

駅
伝
大
会
で
寺
迫
が
優
勝

　
　
1
1
月
6
日
に
町
文
化
乳
行
事
．
の
一
環

　
と
し
て
青
年
駅
伝
大
ノ
ニ
が
開
か
れ
、
越

　
表
中
水
流
か
ら
中
央
公
民
館
ま
で
約
2
2

　
キ
ロ
6
区
問
を
5
チ
ー
ム
が
参
脇
し
て

　
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
．
．

　
　
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
優
勝
　
寺
迫
A
　
2
位
　
越
表

　
　
3
位
　
迫
野
内

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
青
協
広
．
怨
）

ρ
・
も
’
し
：
　
’
し
ぼ
．
：
’
・
‘
曜
．
㌦
・
、
　
：
　
．
、
　
こ
．
・
9
【
‘
　
．
璽

　
（
6
㌔
凍
結
の
ス
リ
∴
フ
事
故
に
注
意
す
る

自
然
災
害
に
備
え
よ
う

　
日
本
は
四
面
海
に
囲
ま
れ
毎
年
台
風

．
の
進
路
に
あ
た
り
被
害
を
受
け
て
い
る

う
え
、
日
本
釧
、
島
に
沿
一
．
て
全
体
が
地

震
帯
に
な
　
て
お
り
、
今
後
、
い
つ
ど

の
よ
う
な
大
地
震
が
発
生
す
る
か
分
り

ま
せ
ん
、
．
ま
た
集
中
豪
雨
も
多
．
・
＼
相

当
な
人
的
、
物
的
被
害
を
出
し
て
い
ま

す
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
k
コ
叶
，
．
．
一
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
宿
命
と
も
い
え
ま
す

〃
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
”
少
し
で
も

こ
の
よ
う
な
自
然
の
猛
威
か
ら
被
害
を

最
少
限
度
に
く
い
と
め
る
努
．
力
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
卦
、
　
ん
．
．

　
今
一
度
、
災
害
時
の
心
得
を
確
認
し

ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）



（8）町報とうこう

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昂

　
お
し
ら
せ
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

…
潔
二

…
　
　
　
く
…

1
月
6
日
に
消
防
始
式

　
五
ム
∴
二
任
－
．
の
消
肪
四
始
式
は
、
　
一
月
六

日
（
金
）
午
前
七
時
四
十
分
か
ら
町
総

合
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
す
．

　
当
日
は
各
部
の
団
員
が
全
員
出
動
し

そ
れ
ぞ
れ
竪
律
訓
練
、
機
械
器
具
の
点

検
、
小
型
動
力
ホ
ン
フ
の
操
法
競
技
が

行
な
わ
れ
ま
す
．
．
一

　
二
．
の
た
め
、
当
日
は
各
部
と
も
団
員

不
在
に
な
り
ま
す
．
．
の
で
、
火
の
取
扱
に

は
充
分
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
’
、
く
だ

き
い
．
㌧無

料
人
権
相
談
所
の
開
設

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
「
第
二

十
九
回
人
権
週
間
…
で
す
、
．

　
本
町
に
お
い
て
も
つ
ぎ
の
と
お
り
人

権
相
談
所
が
開
設
き
れ
ま
す
の
で
、
困

り
ご
と
、
心
配
ご
と
の
あ
る
方
は
ご
利

用
く
ゼ
き
い
。

▽
日
時
　
1
2
月
8
日
置
1
0
時
置
1
5
時

▽
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

▽
相
談
料
無
料

日
本
道
路
交
通

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

県
知
事
管
理
の
国
道
ま
た
は
県
道
に
関

す
る
道
路
情
報
の
収
集
お
よ
一
、
）
提
供
業

務
を
行
な
い
ま
す
。

　
道
路
情
報
と
は
、
道
路
改
良
工
事
な

ど
に
伴
う
道
路
情
報
お
よ
び
異
常
気
象

時
の
災
害
、
予
防
規
制
な
ど
を
い
い
、

提
供
方
法
は
赤
出
照
会
に
応
答
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

（
竃
話
⊃
九
八
五
．
2
6
．
二
⊃
三
⊃
）

自
治
医
科
大
入
学
者
募
集

　
自
治
医
科
大
学
で
は
五
十
三
年
度
の

入
学
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
医
務
薬
務
諜
に
お
問
合

齢
鞠

せ
く
だ
さ
い
。

▽
宮
崎
県
環
境
保
健
部
医
務
薬
務
課

　
電
話
　
（
．
一
）
九
八
五
一
－
2
4
一
一
一
一
一

国
有
林
内
の
狩
猟

　
熊
本
営
林
局
で
は
狩
猟
の
シ
…
ズ
ン

に
は
い
り
国
有
林
内
で
狩
猟
す
る
場
合

の
注
意
事
項
と
し
て
次
の
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

＠
山
火
事
の
防
止
、
焚
火
、
た
ば
こ
の

　
火
に
は
十
分
注
意
す
る
。

②
立
木
を
傷
つ
け
た
り
、
植
物
採
取
等

　
は
し
な
い
。

3
造
林
、
伐
採
等
の
事
業
が
行
な
わ
れ

　
て
い
る
周
辺
で
の
狩
猟
は
し
な
い
。

T
）
標
板
な
ど
の
諸
施
設
を
傷
つ
け
な
い

⑤
交
通
の
支
障
と
な
る
林
道
な
ど
に
は

　
駐
車
を
し
転
’
5
い
。

’

ん
．

止戚

�
ｷ
け
合
嵯
《
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

〃

み
な
・
ご
ん
　
　
　
　
＼
＼
Y

灘
尊
志
岡
募
猛
鎌

屋．嚇

璽
　
O

、

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

　
　
　
　
納
期

胃35金
26期其「

旦一

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
ρ
．
ぎ
の
か
た
か
ら

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
▽
福
瀬
の
金
丸
旨
き
ん
か
ら
へ
松
衛

さ
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
）

　
▽
福
瀬
の
新
名
義
き
ん
か
ら
（
節
子

さ
ん
・
3
2
歳
ご
死
去
）

　
▽
工
女
の
川
越
邦
夫
き
ん
か
ら
へ
千

歳
き
ん
・
6
8
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と

　
　
　
　
相
　
談
　
日

　
　
1
2
月
2
0
日
（
火
曜
日
V

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

働一一・ ﾜちのうごき一一一

人口6，755人　（0）・
　　　　　　　　　　　　　
　男　3，307人　（一4）：

　女3，448人（4）．．

世帯数1，755戸（＿2）’

　　　52年11月1日現在　　’

　　　（　）は対前月比

　　　　　　　　　　一　
ず．

　　　　　　　　　帝一ρ　　　　　　　　．碧　　　　　　　聾戸．　　　　　　ハ　．　　　　～．ρ．　　　一　　“ρ．　学．昏β

縷
響
懇
驚

10

雌
ﾍ
出
分

三一黒橋鈴平畝二黒寺赤
　　　　　　　　　　セ野田木口原田原越木原名

四美知香杢泰運一話
三一紀之織肩明美子成名

．幸柳康克清久芳　忠仁父
　　　　　　　　一の育二夫義美吉実洋明郎名

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

結
婚
お
め
で
と
う

甲高石田黒小氏

斐木野中木川

恵泰　徳由勝
　　　　美
子茂馨彌子正
　　　　　　　名

　
住
所

　
坪
　
谷

明
一
福
　
瀬

洋
仲
深

実
小
野
田

士
［
小
野
田

美
．
鶴
野
内

寺
迫

鶴
野
内
．

小
野
田

小
野
田
．

日福坪仲迫万客

留灘深舗所

井山金甲山　藁

遠蛙丸斐床螺

叢驚得
　　　　　年84　76　78　18　52

　　　　　齢
仲寺福寺下住

　　　渡深迫瀬迫川所．
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